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東京都江東区南砂 5－15－11
ＴＥＬ 03-3645-8511 ＦＡＸ 03-3645-1311

松本寝具株式会社

☎050-3358-2522
9:00～ 18:00

寝具リース・リネンサプライ・備品レンタル

http://www.shouwamiki.co.j E-mail:info@shouwamiki.co.jp
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Eメール:shiminundo@gmail.comホームページ:https://shimin-undo-np.jp

コ ス モ 教 育 セ ン タ ー の
ネ イ テ ィ ブ 英 会 話 ！

教育経験 ･指導力ある質の高い外国人講師が担当制で指導

電話０４２-３８３-６４６４ メール easternjk@cosmo-kyoiku-center.jp

本紙に寄せられた読者の声創刊500号

12日・13日、武蔵小金井駅南口フェスティ
バルコートで「こがねい産業応援祭り2022」
「第73回小金井市農業祭」が併催された。
３年ぶりの開催となった秋の収穫祭である
農業祭では、すべて小金井産の野菜で作ら
れた宝船「こがねい丸」が久方ぶりに姿を
見せた。地元農産物の品評会や即売会など
の他、13日には植木や苗木の競りが行われ
た。閉会時間近くの会場外では、野菜や苗
木を抱えて帰宅する多くの市民が見られた。
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リユース活動に新潮流
小金井市内でリユースへの取り組みが活

発化している。不要となったものを必要と

している人に譲渡するリユースは、資源の

有効活用とごみの削減に有効とされている。

小金井市は10月から、二枚橋の野川クリー

ンセンターに搬入された粗大ごみから再使

用可能な家具類を市民に還元するリユース

事業「ゆずる輪」を開始した。18日現在、

リユース品を掲載する地域情報サイト「ジ

モティー」の専用アカウント「小金井市リ

ユース事業」には、テーブルや衣装ケース、

パソコンデスクなど計41点の家具が掲載、

うち30点はすでに引き渡しが完了している。

同事業への市民の声について市ごみ対策

課減量推進係は、「ジモティーには出品者

を３段階で評価する仕組みがあり、譲渡完

了した皆さんからは『良い』という評価を

いただけている」という。「出品リストを

更新するたびに閲覧者数も増えてきている

ので、少しずつ認知度が高まっていること

を実感している」（同）。

市民活動では、７月に家庭で不要なもの

を必要としている人にバトンのように渡す

無人リユース所「Baton BOX(バトンボック

ス)」が本町２丁目「あいたい屋」の敷地

内に設置された。小平市と小金井市の行政

書士による任意団体・SDGS研究会の活動で、

小平ではすでに３カ所に設置。18日、小金

井第１号のボックス内には、クリスマスツ

リーやマフラー、熱燗用電気ポットなど冬

ならではのリユース品が入っていた。
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まずは500号をお祝い申し上げます。

毎号、拝読させていただいております。

真当な“市民紙”がなくなり、頼りにな

るのは貴紙のみです。健筆を祈るばかり。

いっそうのご発展をお祈り申し上げます。

そこで駄作をひとつ･･･

「わが市には 市長が育つ 土壌なし

庁舎も建たず 市民悲しむ」

（小金井市東町 藤丘ユウカさん）

貫井北町に住む読者からは本紙の追加

注文があった。本紙の連載企画「ひとシ

リーズ」に知人が載っており「人に配り

たい。これからも頑張ってください」と

激励された。氏名は匿名でとのこと。

その他編集長が通勤している途中、

「読んでますよ」と読者から声をかけら

れ市内の問題を教えていただいたことも。

司 法 書士 藤 原 康 弘 事 務 所
小金井市東町４－38－28－101 ☎042-386-7781

相続・遺言・登記手続き等お気軽にご相談ください。

今年10月25日号で創刊500号を迎えた本紙編集部に読者からハガキや電話、

電子メールなどで様々な声が寄せられた。一部を紹介したい。

●ハガキで･･･ ●電話で･･･

●歩いていると･･･

シリーズひと-７７-小金井

コッペパンが自慢のまちのパン屋さん
武蔵小金井を中心に

中央線沿線で７店舗を

展開しているクラウン

ベーカリー。その中の

ひとつ「緑町のパン屋

さん クラウン」はコッ

ペパンの専門店だ。甘

い“おやつコッペ”やボリュームいっぱい

の“おかずコッペ”、昔なつかしい“揚げ

コッペ”など30種以上のバラエティ豊かな

コッペパンが店頭に並ぶ。

「東小金井駅徒歩10分の駅から遠い店です

が、隣の小金井北高の生徒さんや近隣にお

住まいの方が常連になってくださっていま

す」と語るのは店長の伊藤実さん（39・株

式会社クラウンベーカリーベーカリーカフェ

クラウン販売統括マネージャー・写真上）。

伊藤さんは「接客業が好きで、たまたま

募集を見て入った先がパン屋でした」と笑

うが、入社13年目の今はコッペパン専門店

２店舗の店長やパンのメニュー開発に携わ

るなど多忙な毎日

を過ごしている。

11月26日（土）～

27日（日）には昨

年大盛況だった

「中央線パン祭

り2022」に出店。今年も美味しいコッペパ

ンは大好評。行列ができていた。

緑町のパン屋さん クラウン

crown-bakery.co.jp/shop/kaganeimidorimachi

購入したコッペパンを外の飲食

スペースで食べるのも楽しい

12月３日～９日

障害者の社会参加促進のための行事。

［芸術展］絵画ポスター掲示 時11月25日

(金)～12月８日(木)所市役所第二庁舎入口、

イトーヨーカドー他 絵画･作品展 時12月２

日(金)13:00～17:00 ３日(土)10:00～16:00

所小金井 宮地楽器ホール [スペシャルイベ

ント]12月３日(土)10:00～シンポジウム

「合理的配慮とはなんだろう－誰一人取り

残さない社会に向けて」定員100人 所小金

井 宮地楽器ホール ※障害者福祉施設で製

作された商品を販売時11月30日(水)･12月１

日(木)9:00～16:00 所本町暫定庁舎敷地内

●問合せ：障害者週間実行委員会事務局(市

自立生活支援障害福祉係内042ｰ387ｰ9848)


